
日 程

●平成24年12月12日（水）国立病院機構本部講堂

9：00～9：10 �開会挨拶　研究代表者：松尾秀徳 � 
ご挨拶　厚生労働省疾病対策課 � 

9：10～10：00 �A．栄養・摂食・噴下1 �座長：島崎里恵（西別府病院） 

10：00～11：00 �A．栄養・摂食■蟻下2 �座長：藤村晴俊（刀根山病院） 

11・：00～12：00 �B．呼吸ケア1 �座長：和田千鶴（あきた病院） 

12：00－13：00 �昼　食 � 

13：00～13：50 �B．呼吸ケア2 �座長：諏訪園秀吉（沖縄病院） 

13：50・－14：50 �C．QOL �座長：松村隆介（奈良医療センター） 

14：50～15：50 �D．評価・マニュアル �座長：三方崇嗣く下志津病院） 

15：50～16：40 �E．データベース・汀 �座長：斉藤利雄（刀根山病院） 

●平成24年12月13日（木）国立病院機構本部講堂

8：30～9：20 �F．病棟診療1 �座長：大江田知子（宇多野病院） 

9：20－10：10 �F．病棟診療2 �座長：信園圭吾（南岡山医療センター） 

10：10－11：00 �G．災害 �座長：中山可奈（東埼玉病院） 

11：00～12：00 �H．療養環境 �座長：西田泰斗（熊本再春荘病院） 

12：00～13：00 �昼食（班員会議） � 

13：00～14：00 �Ⅰ．療養支援1 �座長：福田清貴く広島西医療センター） 

14：00－15：00 �Ⅰ．療養支援2 �座長：荒畑　創（大牟田病院） 

15：00～15：40 �J．インシデント �座長：斉田和子（宮崎乗病院） 

15：40～16：40 �K．心理 �座長：吉岡恭一（松江医療センター） 

16：40～16：45 �閉会挨拶　研究代表者：松尾秀徳 � 

発表の30分前までには受付をお済ませください。

発表時間は、口演7分、質疑応答3分です。

口演時間の終了は、ベル（終了前1分に1回、終了時に2回）でお知らせいたします。

時間厳守でお願いいたします。

演題発表はPCプロジェクターのみを使用して行います。

OSはWindows7上におけるPowerPoint2003、PowerPoint2007またはPowerPojnt2010です。



筋ジストロフィー診療における医療の質の向上ための多職種協働研究班班会諸

●平成24年12月12日（水）

9：00－　開会挨拶　松尾秀徳

9：10－　A．栄養・摂食・嚇下1

長期経菅栄嚢中のデュシェンヌ型筋ジストロフィー患者におけるカルニチン欠乏
について

筋ジストロフィー病棟患者の口腔環境の改善を目指して～DVD作成の有効性
の検討～

当院における筋ジス患者栄養摂取状態の追跡

筋ジストロフィー患者における安静時代謝

筋ジストロフィー患者の口腔機能訓練（機能的口腔ケア）の取り組みと患者の
行動変容について

10：00－　A．栄養・摂食・嗟下2

6　　筋強直性ジストロフィーへの口腔ケアの取り組み

7　　在宅筋ジストロフィー患者の食事内容調査からみえた問題点　第2報

8　　筋ジストロフィー患者の食事改善と栄養管理に向けた取り組み（第2報）

9　　　気管切開患者が安全に食事摂取できるカフ圧の検討

10
経管栄養性銅欠乏性による心不全、正球性貧血、顆粒球減少症をきたした一
例

11　　日分で口腔ケアを行う筋ジストロフィー患者の口腔状態改善への取り組み

11：00－　B．呼吸ケア1

12

13

14

15

16

17

12：00・－

筋ジストロフィー患者における人工呼吸愚に対する看護ケアでの困難惑

テストラングの管理について　～アンケートと展望～

神経筋疾患におけるPEEP弁付き救急蘇生バックを用いた呼吸理学療法の検
討

筋ジストロフィー患者における脊柱変形と呼吸機能の関係性について－
spinalmouSeを用いた検証－

MICの測定方法に関する検討

人工呼吸器パラパック（「）の1回換気量の検討

昼　食

13：00－　B．呼吸ケア2

18

19

20

21

22

チーム医療で支える呼吸リハビリテーションⅡ一院内認定看護師による呼吸リ
ハビリテーションの実施と評価－

Duchenne型筋ジストロフィー患者における呼気終末陽圧（PEEP）弁付蘇生
バックを用いた吸気量の検討

新人看護師の筋ジストロフィー患者に対する鼻マスク装着時の入眠時ケア行動
分析－ベテラン看護師との比較一

人工呼吸器の機種変更にともなう換気量調整について（多施設共同研究）

当院におけるトリロジーへの機種変更経験

13：50・－　C．QOL

23
頻回に排療困難を訴える筋ジストロフィー患者の痍絡みの誘因について一患
者のQOL低下の影響を考える－

24　　患者や介護者の生活の質に関する評価法の開発

25

26

27

28

筋ジストロフィー病棟に勤務する看護師・療養介助負の手首の痛みに関する原
因調査
デュシェンヌ型筋ジストロフィーの一例において気管切開後に首折れのために
低下したADLを改善する試み
筋ジストロフィー患者の車椅子への離床時間を左右する要因を探る～ケアの均
てん化を目指して～

筋ジス病棟における患者QOLの向上を目指して～介護職員の患者ケアに対す
るアンケート調査を行って～

14：50－　D．評価・マニュアル

29
筋強直強性ジストロフィー患者の口腔内状況と口腔ケアマニュアルの効果　第
二報

30　　記録を通して統一された介護ケアを実践する試み

座長：島崎里恵（酉別府病院）

上野佳代子　国立病院機構大牟田病院

長薄心子　　国立病院機構あきた病院

宇野愛菜　　国立病院機構医王病院

石野久司　　国立病院機構宇多野病院

大浜直子　　国立病院機構熊本再春荘病院

座長：藤村晴俊（刀根山病院）

竹内佑佳

青木　緩美

表　順子

須藤　鈴佳

松本慎一郎

宮脇奈津子

国立病院機構青森病院

国立病院機構東埼玉病院

国立病院機構奈良医療センター

国立病院機構鈴鹿病院

国立病院機構鈴鹿病院

国立病院機構南九州病院

座長：和田千鶴（あきた病院）

小坂みゆき

水田理恵

佐藤書信

杉山聡

大矢　率

斎藤雅典

国立病院機構広島西医療センター

国立病院機構広島西医療センター

国立病院機構広島西医療センター

国立病院機構下志津病院

国立精神・神経医療研究センター

国立病院機構あきた病院

座長：諏訪園秀書く沖縄病院）

佐藤育子　　国立病院機構西多賀病院

田島夕起子　国立病院機構東埼玉病院

阿部智子
国立病院機構徳島病院・四国神経筋
センター

田中　誠　　　国立病院機構南九州病院

村田　武　　国立病院機構鈴鹿病院

座長：松村隆介（奈良医療センター）

中澤瑠美

鈴木司

高谷芙見子

久囁良勇

松瀬三恵

元杭陽介

国立病院機構広島西医療センター

国立病院機構あきた病院

国立病院機構宇多野病院

国立病院機構沖縄病院

国立病院機構沖縄病院

国立病院機構西別府病院

座長：三方崇嗣（下志津病院）

三浦やよい　　国立病院機構旭川医療センター

比嘉晃子　　　国立病院機構沖縄病院



筋ジストロフィー診療における医療の質の向上ための多職種協働研究班班会譲

31

32

33

34

筋ジストロフィー病棟での人工呼吸器管理に関する教育の実態

Duchenne型筋ジストロフィー患者における栄葺評価の検討

SElQol－DW（個人の生活の貿ドメインに直接的に重みづけする方法）を取り入
れた看護ケアの評価
人工呼吸器を搭載した電動車椅子乗車・活動のマニュアル作成の効果一看護
師の意識調査よりー

15：50～　E．データベース・丁

35　　筋ジストロフィー病棟におけるインターネット・lTの活用状況（多施設協働研究）

36　　筋ジストロフィー病棟におけるSkypeを使用した他院との交流活動を実施して

37　iPadを利用した行事活動について

38　　筋ジストロフィー病棟データベース

39
圏の難病指定に関する筋ジストロフィー患者の要望一聞き取りアンケートをもと
に困っているところ

●平成24年12月13日（木）

8：30～　F．病棟診療1

40　　●ジストロフィン異常症患者の認知機能の特徴

41　　ワーキングメモリー課題を用いたジストロフィン異常症患者の認知機能の検討

42　　浮腫の程度と自覚症状の実態調査

43
NPPV装着患者の睡眠時SPO2低下に対するSATモニターを利用したデータの

共有～療養介助鼻との情報共有をめざして～

44　　理学療法との連携による筋ジストロフィー患者の型別の体位変換の実態調査

9：20～　F．病棟診療2

45　　筋ジストロフィー患者の背部掻痺感緩和に向けての援助

46

47

48

49

筋ジストロフィー患者の爪病変の減少を目指して～爪のケアマニュアルの作成

筋ジストロフィー患者に対する有効な体位ドレナージの検討2　～座位保持確
立にむけて～

Calpainopathy（LGMD2A）の2剖検例の検討

筋ジストロフィー患者へのスヌーズレン実施時の心拍変動と唾液アミラーゼ活
性値を用いた検討

10：10～　G．災害

50　　病棟での防災訓練を実施して　～訓練を通して学んだこと～

51　　筋ジストロフィー病棟災害時対策～計画停電を経験して～

人工呼吸器に関する知識と技術の向上のための研究　～療養介助鼻を含めた
日中停電時の対応について～
筋ジストロフィー病棟における地震発生時のシミュレーション効果～初期行動と
停電時の呼吸器対応に着目して～

54　　在宅人工呼吸管理をする筋ジストロフィー患者の災害対策を実態と今後の課長

11：00～　H．療養環境

55

56

57

58

59

60

12：00～

当病棟におけるナースコールの実態調査一病棟での取り組みを通して

デュシャンヌ型筋ジストロフィーおよび筋強直性ジストロフィーにおいて温水浴
が循環動態に与える影響について
患者参加型のサービス提供体制をめざして－第2報－モ二ダノングの活用と
「個別支援計画書」様式の見直し
Duchenne型筋ジストロフィー患者における特殊ナースーコールからマルチケ

アーコールに移行する為の適応条件の分析に関する研究

新棟移転に向けての筋ジストロフィー患者の思い

デュシェンヌ型筋ジストロフィーにおける運動機能障害の重度化に伴う支援技
術の変遷について

昼食（班員会議）

治久丸知佳　　国立病院機構西別府病院

中山囁　　　国立病院機構刀根山病院

星野彩奈実　国立病院機構新潟病院

森木雅代
国立病院機構徳島病院・四国神経筋
センター

座長：斉藤利雄（刀根山病院）

吉岡　恭一　　国立病院機構松江医療センター

小野澤源　　国立病院機構下志津病院

久原百合　　国立病院機構刀根山病院

斉藤利雄　　　国立病院機構刀根山病院

矢澤健司　　社団法人日本筋ジストロフィー協会

座長：大江田知子（宇多野病院）

上田幸彦

山人端津由

沖縄国際大学、国立病院機構沖縄病
院

沖縄国際大学、国立病院機構沖縄病
院

琴岡美幸　　　国立病院機構下志津病院

原久美子　　国立病院機構大牟田病院

内山仙久　　　国立病院機構大牟田病院

座長：信岡圭吾（南岡山医療センター）

高畠碧　　　国立病院機構医王病院

森友紀　　　　国立病院機構西別府病院

中村真由美　国立病院機構刀根山病院

橋口修二
国立病院機構徳島病院・四囲神経筋
センター

竹村　真紀　　国立病院機構鈴鹿病院

座長：中山可奈（東埼玉病院）

鳥居千裕
国立病院機構箱根病院神経筋・難病
医療センター

大杉律子　　　国立病院機構　兵庫中央病院

久保田　彩香　国立病院機構宮崎東病院

小池ゆみ子　国立病院機構新潟病院

高橋　恵　　　国立病院機構刀根山病院

座長：西田泰斗（熊本再春荘病院）

柏原史弥　　　国立病院機構長崎川棚医療センター

三原正敏 国立病院機構箱根病院神経筋・難病
医療センター

河野宏典　　国立病院機構熊本再春荘病院

小林茂俊　　国立病院機構東埼玉病院

桟原妙美　　　園立病院機構東埼玉病院

田中栄一　　　国立病院機構八雲病院



筋ジストロフィー診療における医療の質の向上ための多職種協働研究班班会議

13：00～1．療養支援1

61
13歳の筋ジストロフィー患者と家族の「外泊時の骨折」に対する不安を軽減する
ためのアプローチ

62　　人工呼吸器使用患者の院外行事を実施して～より良い院外行事を目指して～

63　　院外レクリエーションの変遷と課題～利用者・家族の思いを探って～

気管内かっ痍自動持続吸引システムが神経・筋難病患者の療養に及ぼす効果
の検討
筋ジストロフィーに関連する困難からの立ち直り過程についての研究－ライフラ
イン・インタビュー法に基づく構造化

66　　筋ジストロフィー患者の地域との関わりを生かした在院就労（第2報）

14：00～Ⅰ．療養支援2

67　　　岡山県在住筋ジストロフィー患者の療養状況

筋ジストロフィーポートサービスにおける多職種間地域医療連携に向けた取り
組み
療養関係を調整することにより継続的な就労を可能にした在宅筋ジストロフィー
患者の－症例
アドバンス・ケア・プランニング（AdvanceCarePlanning）を通して見えてくる患

者・家族の思い　～患者・家族のアンケート調査～

71　　入浴に不安を抱える筋ジストロフィー患者へのアプローチ（仮）

72　　在宅でM旺を導入していない低肺機能の筋萎縮症患者に生じた問題

15：00－J．インシデント

73　　障害者虐待防止法の施行に伴う当院の取り組みについて

74
ポーダブル型人工呼吸器への安全対策【分離式耐震固定補助具の製作、そ
の効果】

75　　　当院で発生した加温加湿チャンバーのトラブルについて

76　　長期人工呼吸用器機トラブル対応ネットワークシステム

15：40～　K．心理

77　　筋ジストロフィー患者における発達障害傾向研究の意義

患者の心理的・社会的発達に関する尺度調査における専門的アセスメントの工
夫

筋ジストロフィー患者の自閉的行動特徴の評価－DMD／BMD患者の学齢期・成
人期での検討

80　　DMD／BMD外来患者の広汎性発達障害傾向に関する調査研究－SRSを用いて

81　　DMD／BMD外来患者の広汎性発達障害傾向に関する調査研究－PARSを用いて

82　　DMD／BMD患者の発達障害傾向に関する調査研究一入院患者における検討

16：40～　閉会挨拶　松尾秀徳

座長：福田清貴く広島西医療センター）

浅野綱介

山田桃子

神島悦子

菅　直美

中村友亮

市河　裕智

国立病院機構宇多野病院

国立病院機構沖縄病院

国立病院機構西別府病院

国立病院機構長崎川棚医療センター

国立病院機構新潟病院

国立病院機構松江医療センター

座長：荒畑∴創く大牟田病院）

借園圭吾

森田明子

鈴木某耶

斎藤美奈子

藤本梨沙

岩田裕美子

国立病院機構南岡山医療センター

国立病院機構大牟田病院

国立病院機構西多賀病院

国立病院機構青森病院

国立病院機構新潟病院

国立病院機構刀根山病院

座長：斉田和子（宮崎兼病院）

佐藤亜紀子　国立病院機構大牟田病院

阿部聖司　　　国立病院機構西別府病院

藤寄孝次　　国立病院機構刀根山病院

斉藤利雄　　　国立病院機構刀根山病院

座長：吉岡恭一（松江医療センター）

井村修

船越愛絵

藤野陽生

前田直子

岩田優子

柴田早紀

大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院
大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院
大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院
大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院
大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院
大阪大学人間科学研究科、
機構刀根山病院

国立病院

国立病院

国立病院

国立病院

国立病院

国立病院


